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SeV-SHHによって
誘導された過剰指

B C

SeVのアホロートル（両⽣類）への感染例
（A）SeV-mEmeraldをアホロートルの四肢に感染し、３⽇後
にmEmeraldの緑⾊蛍光が発現していることを観察した。

(B、C)アホロートルの⼿⾸を切断後に形成された再⽣芽にSHHと
GFPを発現するSeV-SHHを2⽇おきに3回感染し、過剰指が誘
導された。(B)3回⽬の感染から5⽇⽬。（C)3回⽬の感染から
30⽇⽬。


